
企業等への研修講師派遣 【東広島市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ２７３ 千円

交付金額 １３０ 千円

事業番号 2

本市の産業別就業者は、第3次産業が約63％、第2次産業が約30%と、
広島県全体と比較して第3次産業の割合がやや低く、第2次産業の割
合がやや高い状況となっている。一方、女性の就業率は令和2年度と
平成22年度を比較すると、結婚して子どもができてからも働く女性が増
加し、子育て世代に就業率が一旦下げる「M字カーブ」から緩やかな

「台形」にシフトしつつある。しかしながら、審議会委員に占める女性委
員の割合は30%前後、女性管理職の割合は25％前後と、未だに改善
の余地がある。

企業民主化経営推進協議会などの企業で構成する協議会や、企業
が自社で実施する女性活躍に係る研修（ワークライフバランスやアン
コンシャスバイアス）などへ講師を派遣することにより、女性の活躍を
支援する。

講座実施後、企業へのフォローアップとして、アンケートや聞き取り調
査を実施し、今後企業が活用しやすい制度となるよう検討を行う。

予算化していた全５回の枠がすべて埋まり、企業担当者からも研修につい
て高評価を得ている。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

女性が活躍しやすい
と感じている市民の割
合（偏差値）

52
（アウトカム）

56.4
（R8年3月
時点）

108％

事業
KPI

参加者満足度
100%
（アウトプッ
ト）

100%
（R8年3月
時点）

100％

東広島市産業部産業振興課・東広島市企業民主化経営推進協議会

令和7年度は、企業民主化推進協議会で研修を実施したことにより、参
加企業からの研修申込みがあり、当初予定していた研修枠はすべて埋
まった。一方で、それ以外からの申込みはなかった。
来年度については、産業部から同様の研修を企業民主化推進協議会で
実施しないよう指示を受けているため、今後はどのように企業からの申
込みにつなげていくかが課題である。



事業の概要

企業等への研修講師派遣（アンコンシャス・バイアス研修）

１ 目的

女性が若者、外国人など多様な主体から選ばれるまちへと進化するために全ての個人と能力を
十分に発揮し、活躍でき、生きがいやウエルビーイングを感じられる環境の醸成に取り組むため、
女性の活躍支援として企業・組織団体向けのアンコンシャス・バイアス解消に向けた研修への講
師派遣を実施する。

２ 講師
株式会社キャリオ 代表取締役 小松 睦実さん

３ 開催日時

４ ふりかえり
全5回にわたり小松講師に研修を依頼した。各企業において事前アンケートおよび事前打ち合
わせを実施し、企業が抱える課題を丁寧にくみ取ったうえで、研修内容に反映していただいた。

小松講師によるアンケート結果の分析によると、「アンコンシャス・バイアス」についての理解や気
づきは概ね参加者に行き渡っていることが確認された。また、「決めつけない」「まず話を聴く」「否
定せずに受け止める」など、自身の行動を見直そうとする意識の高まりが見られた。さらに、ワー
クを通じて、立場や経験の違いによって物事の見え方が異なることに気づく機会となった。職場の
コミュニケーションをより良くしていこうとする前向きな姿勢も多く見られた。アンコンシャス・バイア
スは完全になくなるものではないが、気づくことにより、誰もが働きやすい職場環境づくりにつなが
ることが期待される。これらの成果を踏まえ、来年度も引き続き本研修を実施していく予定である。

回 日 時 対象 参加者数 開催方法
第1回 ８月２５日（月） 企業民主化推進協議会 １０名 対面

第2回 １１月１１日（火） 富士機械工業株式会社 ４９人
対面
およびリモート

第3回 １１月１２日（水）
中国電力ネットワーク東広島
ネットワークセンター

２２名 対面

第4回 ２月１３日（金） べバストジャパン株式会社 １８名
対面
およびリモート

第5回 ２月1７日（火） 広島銀行西条支店 １０名 対面
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